
 
2018 年 10 月度定例理事会議事録 －速報－ 

 
2018 年 10 月 15 日(月) 19 時 00 分 スター貸会議室四谷第一会議室 
出席理事： 田井、木内、生木、菅家、草深、小賀坂、小宮山、高橋、櫟本、野村、橋本 

宮田、村岡、柳原、細田、檜垣 以上 16 名 
委任状：  菊地(俊)、島田(田井理事長に委任) 以上 2 通 
欠席理事： 菊池(誠)、坂、笊畑、高松、竹井、寺島、西谷、屋代、小倉(監事)、鹿住(監事) 
会社役員会：井口   事務局：雪、松本、篠本   書記：坂倉 
議長：   田井理事長 
出席理事 14 名(19 時 00 分現在)委任状 2 通をもって 10 月度理事会は成立。 
 
1. イベント委員会(高橋委員) 

委員会主催コンペについて 
・ 2019 年は参加者が集まりにくい AGE 対抗戦を中止する予定。－＞細田理事から

AGE 対抗戦、地域別対抗戦、血液型コンペ等、イベント委員会はブリックらしい

様々なコンペを主催し、メンバー間の親睦を図ってきた。参加者を募るのは手間が

かかるが、工夫してイベントの存続を図ってはどうか、との意見が出された。 
・ コミュニティの住人にイベント招致を図ってはどうか。 
・ 新規メンバーを呼ぶために紹介者に声掛けし、一緒に参加を促してはどうか。 
・ 役員会では、役員会当日にコンペの実施要項を出席者に伝え、その場でコンペ参加

者を登録するなどしていきたい。各委員会においても事前にコンペ内容がわかれば、

月に 1 度の委員会開催日に出席メンバーに案内ができる。細田理事からは、定期的

に開催される月例等で開催のたびに告知する、あるいは人がたくさん集まる場所で

直接声掛けをしてはどうか等の意見が出た。 
・ イベント委員会では、該当するメンバーに直接電話をかけてイベント参加を募って

きたが、個人情報保護の観点から電話番号の公表がなくなり、参加者募集に苦慮し

ている。直接声掛けをすることが参加者確保の必須条件と思われるが、上記の提案

を踏まえ委員会内で検討する。 
・ 2 月開催の役員理事親睦コンペは、一般のメンバーがそのコンペ名から参加しにく

いので、名称を変えたい。－＞厳冬期の集客促進のため、役員と理事の出席を求め

たことが名称の由来だが、その後、従業員との親睦を兼ね一般のメンバーにも広く

参加を求めるようになった経緯がある。－＞理事会は、コンペの名称をイベント委

員会が変更することを確認した。名称が変わっても役員と理事の参加は必須とする。 
2. グリーン委員会(小賀坂副委員長) 

10 月 7 日(日)の委員会活動報告 



・ フェアウェイ、ラフ、グリーンの状態は良くなってきた。 
・ 新入会員が参加できるコンペを開催したい。 

3. 広報委員会(野村副委員長) 
・ ニュースレター秋号は 11 月中旬刊行予定。 
・ ホームページのメンバー向けサイトに記事の掲載ができない問題が起こり、これを

機に基本ソフトを新しくすることになった。完成は 12 月半ばになるので、その間

の情報発信は事務局からのメール配信に依る。 
4. ジュニア委員会(橋本委員長) 

10 月 11 日(木)の活動報告 
・ 9 月 30 日(日)のジュニアレッスンは台風のため中止にした。アクアラインの不通が

見込まれる場合は、参加者の安全な帰宅路を確保するため、なるべく早い時点で中

止を決めることにする。 
・ ジュニアのマナーについてご意見もあり、5 項目の守るべきマナーを決め、レッス

ンの都度、子供達に確認し、周りの一般メンバーにもジュニア指導に協力を仰ぎた

い。10 年、20 年先を見据えて、ブリックを愛するプレーヤーを育てたい。 
・ レッスン時にカートの運転をしてもらう等の見守りスタッフを募集する。ジュニア

委員会のコンセプトを理解してもらう必要がある。 
5. フェローシップ委員会(檜垣副委員長) 
  プレイファスト推進について委員会内で意見交換をした。 

・ 遠い人からではなく、準備ができた人から打つ。 
・ 前のホールの成績順ではなく、飛距離の短い人から打つ。 
・ 9 ホールの所要時間は現状、平均 2 時間 30 分から 45 分かかっており、これを流れ

がよくなると言われる 2 時間 15 分に短縮する必要がある。2 時間 15 分コンペを実

施し、問題点や改良点を洗い出す。 
理事からは 
・ 見栄えはしないが、ヤーデージを増やせば、クラブ選択が短時間でできるのでは。 
・ グリーンが終わり、次のホールに移動するためにカートに乗る際は、クラブをキャ

ディバッグに戻さず、取り敢えずカートに乗る(トリノリ)を推進してはどうか。 
・ 距離計測器の使用が認められると、進行がもっと遅くなることが予想される。予防

策が必要。 
6. 運営規則改定の件(井口執行役員) 
  青年部委員会を削除することに伴い、運営規則第 26 条(委員会の種類)を改定する。 

－＞理事会は全員一致で承認した。 
7. 理事・監事の選任に関する規則改定の件(木内副理事長) 

理事・監事の選任に関する規則第 5 条(候補者の推薦)に理事候補者の総数を 23 名以上

30 名以内と規定しているが、委員会の削除等により理事数減が見込まれるので、定款



で定められた上限 30 名以内のみを残し、下限は明記しない。－＞理事会は全員一致で

承認した。 
8. 営業報告(事務局 雪副支配人) 

・ 9 月の売上実績は 2,294 万円で計画比 384 万円のマイナス、前年比 97 万円のマイ

ナスであった。来場者数は 2,236 名で前年比 41 名減であった。10 月の売上実績(10
月 14 日現在)は 1,221 万円で前年比 61 万円のマイナス、来場者数は 1,191 名で前

年比 50 名減であった。9 月は雨の日が 13 日間(平日 9 日間、土日 4 日間)と昨年の

6 日間と比較して多く、売上が伸びなかったが、土日が多くマイナスは少なかった。 
・ コジロー会員は、9 月は普通会員 1 名、家族会員 1 口 2 名、合計 2 口 3 名、10 月

(10 月 14 日現在)入会者は 0 であった。 
・ 会員入退会状況については、9 月の入会が 8 口 10 名、退会は 4 口 6 名(稼動中は 0)、

10 月(10 月 14 日現在)入退会は 0 であった。9 月の入会者の内訳はコジローから 5
名、クランメンバーから 1 名、ジュニア親族会員 1 名を含む。 

・ 平日組売り 9 月はメンバー、ゲスト・ビジター、インターネットサイト利用者(M・

GV・N)52 組 199 名(M20 名、GV114 名、N65 名)、10 月(10 月 14 日現在)は 53
組 211 名(M22 名、GV137 名、N52 名)であった。 

 
次回理事会は 2018 年 11 月 19 日(月)19 時 00 分より 場所未定 議長は田井理事長  
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